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ここが聞きたい
一 般 質 問

自
主
防
災
組
織
育
成
の
支
援
強

化
、
組
織
率
の
さ
ら
な
る
向
上

を
。 問 住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
対
策

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

地
元
の
伝
統
あ
る
工
芸
品
の
振

興
は
、
事
業
者
の
み
に
負
担
を

か
け
る
の
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
積
極
的
に
市
と
し
て
関
わ
っ
て

い
く
べ
き
。

販
路
開
拓
や
担
い
手
の
育
成
確

保
な
ど
が
課
題
で
あ
る
が
、
既

存
施
設
や
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設

の
活
用
、
さ
ら
な
る
知
名
度
の
向
上
に

加
え
、
新
た

な
流
通
経
路

の
開
拓
、
後

継
者
の
育
成

な
ど
に
つ
い

て
、
技
能
者

と
共
に
取
り

組

ん

で

い

く
。 問答

引
き
こ
も
り
者
の
社
会
復
帰
支

援
に
つ
い
て
、
自
立
支
援
相
談

事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生

委
員
と
連
携
を
密
に
し
て
、
制
度
や
事

業
の
周
知
に
努
め
て
社
会
復
帰
を
支
援

し
て
い
く
。

答

地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
る
地

元
地
域
で
の
引
き
こ
も
り
者
の

社
会
復
帰
支
援
の
取
り
組
み
を
し
て
は

ど
う
か
。

問 引
き
こ
も
り
者
の

　
　
　
　
社
会
復
帰
支
援
を

移
住
者
８５
組
の
目
標
に
対
し

今
年
５
月
ま
で
６７
組
と
目
標

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。

婚
姻
数
は
年
々
減
少
し
、
平
成
２８
年

度
で
は
２
５
８
件
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
毎
年
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
も
と
に
施
策
事
業
の
見
直
し
を
図

り
進
め
て
い
く
。

答

進
捗
状
況
は
。

問 総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
達
成
へ

佐藤義之
（高志会）

毎
年
、
１
０
０
を
超
え
る
自
主

防
災
組
織
が
避
難
訓
練
や
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
、
防
災
資
機
材

の
購
入
費
や
訓
練
経
費
に
対
す
る
補
助

制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
１０
件
、
平

成
２５
年
創
設
以
降
、
延
べ
８７
件
の
利

答

機
能
別
消
防
団
員
の
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
た
活
動
が

重
要
と
考
え
る
が
。

問

歴
史
あ
る
市
工
芸
品
の

　
　
　
　
　
　
振
興
を
図
れ

伊藤岩夫
（公明党）

鳥
海
山
は
別
名
「
秋
田
富
士
」

と
も
呼
ば
れ
、
観
光
振
興
に
極

問

四
季
を
通
じ
て
様
々
な
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
る
鳥
海
山
の
情
報

発
信
と
誘
客
促
進
を
図
る
た
め
、
鳥
海

ダ
ム
を
含
め
た
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
今

年
度
作
成
す
る
。

ま
た
、
秋
田
、
山

形
両
県
を
は
じ

め
、
に
か
ほ
市
、

酒
田
市
及
び
遊
佐

町
と
連
携
し
、
さ

ら
な
る
認
知
度
の

向
上
に
努
め
る
。

答

鳥
海
山
の
全
国
認
知
度
の

　
　
　
　
　
　
　
向
上
を
！

ここが聞きたい
一 般 質 問

石
脇
通
線
と
接
続
す
る
田
尻
環

状
線
を
含
め
た
石
脇
地
区
都
市

計
画
道
路
の
線
形
や
幅
員
に
つ
い
て

今
年
度
中
の
着
手
を
目
指
し
計
画
調

査
を
す
る
。
事
業
着
手
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
優
先
順
位
や
財
源
、
整
備
手

法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

私
は
Ｉ
Ｔ
と
英
語
の
力
を
持
つ

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
選
択
肢
を
広
げ
ら
れ
る
力
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一

方
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

民
間
企
業
と
の
連
携
も
図
る
べ
き
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
趣

旨
と
ね
ら
い
を
周
知
徹
底
し
、

楽
し
さ
や
有
用
性
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
授
業
の
あ
り
方
を
研
修
す
る

機
会
を
設
け
る
。
県
立
大
や
民
間
企

業
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
充
実

に
取
り
組
む
。

高野吉孝
（市民創風）

湊　貴信
（高志会）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
取
組
は

答

問答

秋
田
市
で
想
定
以
上
の
需
要
が

あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
本
市

で
も
潜
在
し
て
い
る
需
要
を
把
握
し

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

合
葬
墓
が
有
効
な
形
態
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。
当
面
は

新
山
野
墓
園
の
残
り
区
画
の
全
分
譲

を
目
標
と
し
、
そ
の
後
合
葬
墓
を
含

め
た
市
営
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

合
葬
墓
へ
の
取
り
組
み
は

問答

「
観
光
以
上
移
住
未
満
」
の
関

係
人
口
拡
大
へ
本
市
独
自
の
政

策
を
す
す
め
る
べ
き
。

友
好
都
市
や
ふ
る
さ
と
会
と
の

交
流
、「
絆
の
里
づ
く
り
事
業
」、

地
元
小
中
学
生
へ
の
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
加

え
て
移
住
希
望
者
に
メ
ー
ル
な
ど
で

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
関
係
人
口
の

拡
大
に
努
め
る
。

関
係
人
口
拡
大
へ

問答

交通量の多い石脇通線自主防災組織の消火訓練

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
社
人
研
は
２
０
４
５
年
に

由
利
本
荘
市
の
人
口
を
４
万
５
８
４
８

人
に
減
少
す
る
と
推
計
し
た
。
あ
と
２７

年
で
市
合
併
時
の
約
半
分
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
が
対
策
は
。

人
口
減
少
対
策
に
決
定
打
は
な

く
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

粘
り
強
く
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

今
後
の
人
口
減
少
を

緩
和
さ
せ
る
た
め
の
対
策
は

問答

本
荘
地
域
の
６
小
学
校
の
再
編

に
つ
い
て
、
市
民
の
声
を
ど
う

取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

本
市
は
児
童
数
が
年
々
減
少
し

て
お
り
、
来
年
度
よ
り
複
式
学

級
の
基
準
に
該
当
す
る
小
学
校
が
あ

る
ほ
か
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
学
校

も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
優
先
し
て
取

り
組
む
。

学
校
環
境
適
正
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

問答

都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

公
表
さ
れ
、
石
脇
の
「
新
山
線
」

の
大
部
分
が
計
画
廃
止
と
な
っ
た
。
石

脇
通
線
の
拡
幅
見
通
し
が
立
た
な
い
の

で
あ
れ
ば
石
脇
新
町
か
ら
由
利
本
荘
ア

リ
ー
ナ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
田

尻
石
脇
線
を
拡
幅
延
長
し
て
石
脇
通
線

に
結
ぶ
道
路
な
ど
の
整
備
を
す
べ
き
で

あ
る
。

石
脇
新
町
か
ら

　
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
へ
の

　
　
　
　
ア
ク
セ
ス
整
備
を

問

鳥海山の認知度向上を

市工芸品の本荘ごてんまり

め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も

の
と
考
え
る
。
鳥
海
山
の
特
徴
（
印

象
）
を
も
っ
と
全
国
に
発
信
し
、
鳥
海

山
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
向
上
さ
せ
る

べ
き
。

機
能
別
消
防
団
員
は
４
月
１
日

現
在
１
９
０
人
が
活
動
し
て
お

り
、
集
落
の
人
口
減
少
に
よ
り
消
防

団
員
の
「
な
り
手
」
が
少
な
い
地
区

で
は
、
災
害
時
に
即
戦
力
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
基
本
団
員
を
退
団

し
た
方
に
引
き
続
き
お
願
い
す
る
な

ど
団
員
確
保
に
努
め
る
。

答
用
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

４
３
９
町
内
会
で
自
主
防
災
組
織
が
設

立
さ
れ
て
お
り
、
組
織
率
は
約
９０
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
組
織

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
域
の
自
主
防

災
組
織
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
補
助
制

度
の
周
知
と
利
用
を
促
進
す
る
。

校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、

児
童
、
生
徒
の
管
理
や
庶
務
連

絡
を
一
層
電
子
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
緩
和
に
つ
な
が
る
の
で

は
。 問 Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る

　
　
教
員
の
働
き
方
改
革
を

指
導
要
録
と
出
席
簿
の
電
子
化

を
進
め
、
保
護
者
向
け
の
重
要

な
連
絡
は
、
電
話
連
絡
網
以
外
に
も

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

な
ど
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
引
き
続

き
努
力
し
て
い
き
た
い
。

答



ここが聞きたい
一 般 質 問

秋
田
市
は
血
縁
や
結
婚
に
よ
ら

な
い
多
く
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る

合
葬
墓
を
今
春
完
成
さ
せ
た
。
２
回

の
募
集
で
１
５
０
０
体
分
、
希
望
者

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
全
国
各
地
で
墓
を
含
め
た
弔
い
の

あ
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
秋
田

市
で
の
希
望
者
の
多
さ
か
ら
み
て

も
、
本
市
で
も
潜
在
的
な
需
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
住
民
意
向
調
査

を
す
べ
き
で
あ
る
。

問

４
月
４
日
、
市
内
芦
川
の
日
東

道
か
ら
若
い
男
女
３
人
が
乗
っ

た
車
が
落
下
し
大
破
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。

　
事
故
は
ポ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
た
片

側
１
車
線
で
起
き
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
式

防
護
柵
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
安
全
対
策
の
た
め
ワ
イ
ヤ
ー
式

防
護
柵
の
設
置
を
関
係
機
関
に
要
請

す
べ
き
で
あ
る
。

問

片
側
１
車
線
の
道
路
で
は
重
大

な
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
国

で
は
暫
定
２
車
線
区
間
の
１
５
０
０
　

　
を
概
ね
５
カ
年
で
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

を
設
置
し
て
い
く
と
の
発
表
が
あ
っ

た
。

　
日
東
道
で
も
早
急
に
安
全
対
策
を
進

め
て
い
く
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い

く
。 答

「
合
葬
墓
」
の

　
　
　
　
住
民
意
向
調
査
を

日
東
道
に

　
ワ
イ
ヤ
ー
式
防
護
柵
の

　
　
安
全
策
を
要
請
す
べ
き

高
齢
化
に
伴
い
農
作
業
が
出
来

な
い
農
家
が
増
え
、
農
地
の
放

棄
が
急
激
に
増
え
る
と
農
家
の
方
が
言

っ
て
い
た
。

　
集
落
人
口
が
減
っ
て
、
隣
近
所
の
小

さ
な
助
け
合
い
、
除
雪
や
買
い
物
の
手

伝
い
、
話
し
相
手
す
ら
い
な
く
な
っ
て

い
く
。
集
落
の
移
住
や
移
転
も
含
め
高

齢
化
対
策
は
。

全
て
の
高
齢
者
に
移
住
や
移
転

を
勧
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組

み
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合

支
援
事
業
な
ど
や
共
助
組
織
の
設
置

数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

問答

国
道
７
号
線
か
ら
海
側
の
町
内

会
に
つ
い
て
は
、
合
計
３９
町
内

で
、
世
帯
数
４
９
７
０
戸
、
人
口
１
万

２
４
９
１
人
で
あ
る
。
同
地
域
に
お
い

て
は
、
今
後
も
住
民
説
明
会
や
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施
を
事
業
者
に
求

め
て
い
く
。

答

公
共
施
設
は
現
在
２
１
１
０
棟

あ
り
、
平
成
４８
年
度
ま
で
２５
％

削
減
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
効

率
的
な
施
設
維
持
に
努
め
絶
え
ず
見

直
し
を
行
う
。

答

洋
上
風
力
発
電
計
画
が
あ
る

が
、
海
沿
い
を
走
る
国
道
７
号

の
周
辺
に
は
人
家
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
、
保
育
所
、
病
院
、
診
療
所
な
ど
が

あ
り
、
騒
音
に
よ
る
健
康
被
害
の
心
配

が
あ
る
。

　
建
設
予
定
の
風
車
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

子
吉
川
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
か

ら
海
方
向
を
見
る
と
２
㌔
㍍
の
距
離
に

約
１
０
０
㍍
の
高
さ
の
風
車
が
見
え
る
。

　
洋
上
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の

高
さ
の
倍
の
２
０
０
㍍
に
及
び
、
そ
れ

が
１
４
０
基
立
つ
計
画
で
あ
る
が
、
市

の
方
針
を
伺
う
。

問 沿
岸
地
域
の
住
民
に
対
す
る

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
説
明
は

佐々木隆一
（日本共産党）

複
数
の
人
の
遺
骨
を
同
じ
区
画

に
埋
葬
す
る
合
葬
墓
と
い
う
新

た
な
墓
地
の
形
態
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
当
面
、
市
と
し
て
は
新
山
野
墓
園

の
全
分
譲
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ

の
後
「
合
葬
墓
を
含
め
た
墓
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
把
握

し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。 答

風
力
発
電
事
業
者
は
第
三
者
が

発
電
設
備
に
近
づ
か
な
い
よ
う

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
、
出
入
口

に
施
錠
を
行
い
、
見
え
や
す
い
場
所

に
点
検
責
任
者
名
、
連
絡
先
な
ど
の

標
識
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
事
業
者
は
実
施

し
て
い
る
の
か
。

問 風
力
発
電
設
備
に
フ
ェ
ン
ス

な
ど
や
標
識
の
掲
示
が
必
要

事
業
者
の
情
報
を
記
載
し
た
標

識
の
掲
示
や
、
発
電
施
設
で
の

感
電
被
害
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
や
出
入
口
の

施
錠
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
事
業
者
に
確
認
と
遵
守
を
求
め

る
。 答

私
た
ち
が
風
車
を
点
検
し
た
と

こ
ろ
、
フ
ェ
ン
ス
、
標
識
掲
示

な
ど
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
は
い
な

か
っ
た
が
。

問

事
業
者
に
電
話
連
絡
で
確
認
を

し
た
。

答

移
住
・
移
転
も
含
め
た

　
　
今
後
の
高
齢
化
対
策
は

公
共
施
設
維
持
管
理
で
は
開
設

当
時
に
比
べ
利
用
頻
度
が
極
め

て
低
く
な
っ
た
施
設
や
建
物
、
老
朽

化
の
著
し
い
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
公
共
施

問 公
共
施
設
の

　
　
維
持
管
理
の
見
通
し
は

阿部十全
（無所属）

設
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
者
が
増
え
る
一
方

で
、
古
い
施
設
ほ
ど
コ
ス
ト
も
か
か
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
公
共
施
設
維
持
管

理
の
今
後
の
見
通
し
は
。

キ
　ロ

メ
ー

ト
ル

ワイヤーロープ防護柵 フェンス、施錠、標識がない風車群
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ここが聞きたい
一 般 質 問

風
車
病
は
不
眠
、
め
ま
い
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
生
じ
る
。

風
車
と
住
宅
の
距
離
が
大
き
な
要
因

だ
。

　
風
車
と
住
宅
地
の
距
離
を
最
低
で
も

２０
㌔
㍍
と
す
べ
き
だ
。

近
年
、
風
車
騒
音
に
よ
る
健

康
被
害
の
情
報
が
あ
る
。
事

業
者
に
生
活
と
健
康
に
悪
影
響
が
出

な
い
よ
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確

実
な
実
施
を
求
め
る
。

今野英元
（社会民主党）

問答

株
式
会
社
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
の

定
年
は
、
就
業
規
則
で
は
６５

歳
、
賃
金
規
程
で
は
６０
歳
と
異
な
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
が
。

年
齢
が
異
な
っ
て
い
る
件

は
、
平
成
２４
年
に
策
定
し
た

書
類
で
は
２
種
類
あ
っ
た
。
平
成
２９

年
６
月
に
、
ど
ち
ら
も
６５
歳
定
年
に

改
定
さ
れ
て
い
る
。

定
年
６５
歳
、
６０
歳
の

　
　
　
　
　
　
２
種
類
が
？

問答
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左から　長沼議員、大関議員、佐々木議員、三浦議員、今野議員、高橋議員

　５月３０日東京都内で開催された第９４回全国市議会議長会定期総会において、永年にわたる

市議会議員としての功績が認められ、７人の議員が表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●正副議長４年以上　故・鈴木　和夫　氏

　　　　　　　　　　佐々木　慶　治　氏

●在職３５年以上　　　三　浦　秀　雄　氏

●在職１５年以上　　　大　関　嘉　一　氏

　　　　　　　　　　今　野　英　元　氏

　　　　　　　　　　長　沼　久　利　氏

　　　　　　　　　　高　橋　信　雄　氏

風
車
と
の
距
離
は
２０
　
　
に

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

１．人口減少の現状分析と対策は

２．移住を含めた転入者の増大について

３．市営住宅の方向性について

４．地域づくり推進事業について

５．石脇新町から由利本荘アリーナへのアク

セスについて

６．全国学力トップクラスと視察受け入れに

ついて

７．学校環境適正化に向けた取り組みにつ

いて

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
な

ど
で
「
満
足
度
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
」
と
使
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
計
り
ど
の
よ
う
に
市
政
に
活
か
し

て
い
る
の
か
。

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
際

「
地
域
環
境
に
対
す
る
満
足

度
」
を
調
査
。
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
後

期
５
カ
年
計
画
策
定
に
向
け
、
前
期

計
画
の
達
成
度
や
満
足
度
を
計
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
計
画
に

反
映
し
た
い
。

6P 高橋信雄（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

６月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．市民とのふれあいトークについて

２．植村伴次郎氏とのつながりを生かした

活用及び功績を残せないか

３．がん患者への支援について

４．農業問題について

５．外国人旅行者の誘客について

６．教育委員会関係

7P 佐々木隆一（日本共産党）

１．農業振興について

２．国保会計について

３．日本海東北自動車道の安全対策について

４．合葬墓の住民意向調査を

7P 阿部十全（無所属）

１．高齢化対策について

２．公共施設について

３．由利本荘市沖洋上風力発電建設について

8P 高野吉孝（市民創風）

１．移住政策と関係人口について

２．地方創生（総合戦略）について

３．公営墓地について

４．カダーレ内の物産館「ゆりぷらざ」につ

いて

５．第三セクターについて

６．プログラミング教育について

8P 湊  貴信（高志会）

9P 佐藤義之（高志会）

１．風力発電事業について
２．住みよいまちづくり対策について
３．災害情報などＣＡＴＶでの情報発信は

できないか
４．本市の学校におけるＩＣＴ化の推進について

9P

9P 今野英元（社会民主党）

１．由利本荘市の風力発電事業について
２．株式会社ぱいんすぱ新山について

10P

9P 伊藤岩夫（公明党）

１．福祉支援について

２．市の活性化について

３．引きこもり者の社会復帰支援を

４．特定健診のコールリコールによる健康

寿命の延伸について

５．学校での心肺蘇生教育の普及推進及び

危機管理体制の整備について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

高橋信雄
（高志会）

問

２
年
後
デ
ビ
ュ
ー
予
定
の
秋
田

県
極
良
食
味
米
は
本
市
平
場
に

向
い
た
適
性
か
。
特
Ａ
獲
得
に
向
け
た

対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。

問

答

新
品
種
の
こ
の
地
域
へ
の
適

性
な
ど
は
非
公
開
と
さ
れ
て

い
る
。
特
Ａ
取
得
の
取
り
組
み
は
、

Ｊ
Ａ
が
実
証
圃
を
設
置
し
県
な
ど
の

指
導
の
下
、
品
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
お
り
、
特
Ａ
取
得
を

目
指
し
連
携
し
て
い
く
。

答

満
足
度
の
高
い

　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は

本
市
名
誉
市
民
の
植
村
伴
次
郎

氏
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
や
ふ
る

さ
と
へ
の
貢
献
を
形
に
残
し
、
東
北

新
社
の
助
言
を
頂
き
な
が
ら
広
報
や

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
充
実
と
活
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
映
像
資
料

は
著
作
権
の
関
係
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ

問答 植
村
伴
次
郎
氏
の
功
績
を

　
　
　
　
　
　
残
せ
な
い
か

米
新
品
種
の
適
性
と

　
　
　
　
　
　
　
特
Ａ
対
策
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Ｖ
で
の
放
送
は
難
し
い
が
、
放
送
可

能
な
作
品
も
一
部
あ
り
活
用
を
検
討

し
た
い
。
中
央
図
書
館
、
由
利
図
書

館
に
「
植
村
伴
次
郎
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
市
民
に
紹
介
し
て
い
く
。

由利図書館の植村伴次郎コーナー
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　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究費などの議員活動に充てることができ、月額１万円、

１２ヵ月分を一括交付するもので、交付にあたっては収支報告書の提出が義務付けられています。

会派名・議員名

主な使用内容

主な使用内容

高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党 村上亨議員 合計鈴木和夫議員

700,000

489,020

390,776

879,796

0

700,000

154,948

416,786

30,749

602,483

97,517

70,000

18,910

7,799

26,709

43,291

70,000

79,380

79,380

0

70,000

105,192

105,192

0

70,000

0

70,000

1,750,000

643,968

18,910

1,006,334

38,548

118,722

1,826,482

210,808

70,000

93,580

39,342

132,922

0

700,000 700,000 70,000 70,000 70,000 70,000 1,750,00070,000
交付金

（1人月額１万円交付）

調査研究費

研修費

広報費

資料作成費

資料購入費

政務活動費残額

計

計

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

収
入

支

　
　
　出

平成２９年４月～１０月分

平成２９年度 由利本荘市議会の

政務活動費を報告します

（単位：円）

会派名・議員名 高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党 阿部十全議員 合計

600,000

390,300

209,700

600,000

0

350,000

249,190

10,800

259,990

90,010

50,000

52,020

2,980

55,000

0

50,000

55,836

55,836

0

50,000

105,648

105,648

0

50,000

0

50,000

1,300,000

390,300

301,210

315,348

32,112

147,268

1,186,238

190,010

600,000 350,000 50,000 50,000 50,000 50,000

岡見善人議員

50,000

58,968

58,968

0

50,000

正木修一議員

50,000

18,332

32,464

50,796

0

50,000

鈴木和夫議員

50,000

0

50,000

50,000 1,300,000
交付金

（1人月額１万円交付）

調査研究費

研修費

広報費

資料作成費

資料購入費

計

政務活動費残額

計

収
入

支

　
　
　出

平成２９年１１月～平成３０年３月分 （単位：円）

※広聴費、要望・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費への支出はありませんでした。

※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。
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・視察研修
（女川市、
　二本松市）
・会派報発行

・視察研修

（湯沢市、

　石巻市、

　山元いちご

　農園）

・会派報発行

・視察研修

（大衡村、

　登米市）

・研修会受講

　費用

・印刷機イン

　クの購入

・資料書籍の

　購入

・会派報発行 ・資料書籍の

　購入

・印刷機イン

　ク、コピー

　用紙の購入

・資料書籍の

　購入

・視察研修
（にかほ市、
　遊佐町、
　酒田市)
・会派報発行

・研修会受講
　キャンセル
　に係る費用
・印刷機イン
　ク、コピー
　用紙の購入

・資料書籍の
　購入

・会派報発行 ・議会活動報
　告発行
・資料書籍の
　購入


